
 

倉敷市内の植生（森林や草原など）に着目した特別展「ぼくらのまちの 7つのみどり」（会

期：2024 年 10 月 14 日（月・祝）まで）では、植生を構成する植物を展示・紹介していま

す。標本の説明文や特別展図録の中で、植物の高さ（樹高、草丈）を書いているのですが、

お客様から「高さの数値が間違っていませんか？」などと聞かれることがあります。じつは、

この数値は、担当の私のこだわりポイントです。 

例えば、ヤマツツジという木は「高さ約 0.2～3 m」としました。市販の図鑑には、ヤマツ

ツジの高さは「1～5 m（日本の野生植物 木本 II，平凡社，1989年発行）」、「約 1～3 m（新

牧野日本植物圖館，北隆館，2008年発行）」、「1～3 m（山渓ハンディ図鑑 5 樹に咲く花 合

弁花・単子葉・裸子植物，山と渓谷社，2001 年発行）」などと書かれているので、図鑑とは

ずいぶんと異なる数値です。しかし、倉敷市内の山中では、1 mよりも小さな株に花が咲い

ていることが珍しくありません。そこで、図鑑の記述をそのまま引用するのではなく、倉敷

市内のヤマツツジの成個体（花や実をつける、成熟した株）の実際のサイズである「高さ約

0.2～3 m」と書くことにしたのです。 

植物のかたちの特徴は、しばしば図鑑に書かれている以上の変異に富んでいます。今回の

特別展では各植物種の高さについて、可能な限り倉敷市内での実際の値を紹介しています。

展示や図録をとおして、倉敷の野山の植物の姿を知り、楽しんでいただけたら幸いです。 

  

高さ約 0.2 m で開花するヤマツツジの株． 高さ約 2 m で開花するヤマツツジの株． 

（奥のピンク色の花はコバノミツバツツジ） 
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